
白井市市民参加推進会議における答申内容及び取組み結果一覧 

 

市民参加推進会議答申内容・取組み結果一覧 

審議年度 答申内容 取組み結果 

26 年度 
・市民目線の情報提供 
・公募委員の応募増加対策 
・市民参加条例の改正に向けた議論 

・情報公開コーナーにおける中表紙の差込み 
・図書館に会議録を閲覧できるコーナーを設置 
・市ホームページのリニューアル 
・委員公募における無作為抽出制度導入に向け、 
平成 28 年度から試行実施をすることを報告 

25 年度 
・評価基準の見直し 
・無作為抽出による市民参加方法の導入 
・市民参加条例の見直し 

・総合的評価を条例基準と加点水準に区分け 
・平成 26年度に無作為抽出による市民参加方法 
の導入について検討を行う 

・第 4期委員の任期中に条例の見直しを行う 

24 年度 

・条例で公表が義務付けられた事項の順守 
・市民参加条例の実施状況の評価区分の見直し 
・住民投票条例の研究と審議会委員構成の調査 
・市民討議会と無作為抽出された市民による市 
民参加の研究 

・市長から職員へ指示 
・「良好」「改善する」「見直す」の 3区分から 
「良好」「妥当」「要改善」「不良」の 4区分に変更  
・平成 25年度に検討した結果、市民討議会を採 
用し、実施することは難しいとの結論に至る 

23 年度 

・広報しろい・ホームページを活用した情報提 
 供の方法について 
・「市民討議会」などの市民参加方法の研究 
・行政用語の言い直しについて 

・情報提供施策の推進に関する基本方針を策定 
・住民基本台帳の無作為抽出で選出された市民 
 が市民判定人となる事業仕分けを実施 
・広報などにおいて、パブリックコメントに(意 
 見公募)と併記することを決定 

22 年度 

・市民参加実施状況調査票における評価項目・ 
 採点の再検討 
・市民参加条例の見直しの研究 
・常設型住民投票条例の研究 

・市民参加実施状況調査票をワード形式からエク 
 セル形式に変更する等の改訂を実施 

・翌年度以降に後期基本計画に合わせて研究 

21 年度 

・情報の一元化と参加機会の拡充 
・調書の様式見直し 
・パブリックコメント（意見公募）の活用 
・実施段階・評価段階への市民参加の推進 
・協働のまちづくりを推進するための指針策定 

・ホームページに市民参加専用のコーナーを設置 
・庁内各課間の協働を積極的に推進することを全 
 課に通知し、広報しろい等で市民へ周知 
・「市民参加・協働のまちづくりプラン」の策定 
を決定 

20 年度 

・情報提供ルールの制定 
・市民参加条例事業の範囲拡大 
・公募市民の拡大について 
・評価調書の見直し 
・市民提案制度の検討 
・モニター登録制度の導入 
・審議会募集方法の改善 
・自己評価の実施 

・情報の一元化と情報発信の充実を図るため、「広 
 報しろい」において、平成 21 年度市民参加の 
 実施予定について周知 
・市民参加条例を市民に PR するためパンフレッ 
 トを作成 
・市民参加条例の共通理解を図るため、新規職員、 
 全職員を対象とした研修をそれぞれ実施 
・審議会等の公募枠の拡大について、全課に対し 
 通知、徹底 

19 年度 
・市民参加条例の対象範囲の見直し 
・調書の充実と見直し 
・情報収集・発信の充実 

・各々の課題に対して、現状と解決のための具体 
 例を挙げ、翌年の市民参加推進会議で報告 
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